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２
月
17
日
（
土
）、
ふ
た
わ

診
療
所
専
門
外
来
の
待
合
室

で
、待
望
の
「
新
春
の
つ
ど
い
」

が
５
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
１
７
１

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
つ
ど
い

は
法
典
地
区
の
初
見
さ
ん
、
組

織
部
の
楠
本
さ
ん
の
コ
ン
ビ
で

進
行
、
会
場
は
終
始
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
に
つ

つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
主
催

者
及
び
来
賓
の
挨
拶
・

紹
介
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
主
催
者
の
友
の
会

浦
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
来
賓
の
二
和
病
院

宮
原
院
長
、
二
和
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
の
斎

藤
さ
ん
、
み
ひ
と
婦
人

会
の
岩
瀬
さ
ん
、
千
葉

　２月１８日(日)、友の会平和部主催で都立第五福竜丸展示

館（東京都江東区夢の島）見学会をおこない、友の会員と職

員併せて１４名が参加しました。

　この日に東京都歴史教育者協議会(以下、歴教協と略す)が

研究集会を展示館で開催することを知り、歴教協に相談した

ところ快く受け入れてもらい合流することができました。

　展示館に入ると、正面に福竜丸がどしっと鎮座し、それを

取り囲むように、壁側に展示物と説明パネルがぐるりと展示

されていました。テーマ毎に福竜丸と乗組員の被爆、福竜丸

保存のあゆみ、死の灰と放射能雨、世界の原水爆実験と参加

兵士や周辺国の被爆の実態、９００隻以上の日本漁船の被爆

と被爆マグロの廃棄など、わかりやすくパネルで説明されて

いました。

　１４時からは、歴教協の集会が始まり、展示館学芸員・市

田真理さんの講演と、歴教協・黒田貴子さんの授業実践報告

を聞き、第五福竜丸が核なき

世界をめざす運動の原点であ

ることを強く感じました。

　私は、以前から原発を含む

すべての核問題に関心を持っ

ていたので、年に１回は展示

館を訪れることにしていま

す。核は現在の科学では完全

に無害化できないので、絶対

に使用すべきではないと思っ

ています。

(平和部　佐藤龍一)

第五福竜丸展示館と核問題

民
医
連
の
向
さ
ん
、
県
連
友
の

会
の
秋
元
さ
ん
か
ら
ご
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
浜
及
び
鎌
ヶ
谷
診

療
所
友
の
会
代
表
、
丸
山
県
議
、

神
子
船
橋
市
議
、
松
原
鎌
ヶ
谷

市
議
の
方
々
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

メ
イ
ン
の
企
画
は
、
11
月
に

退
職
さ
れ
た
船
橋
二
和
病
院
初

代
院
長
・
高
橋
稔
先
生
の
「
友

の
会
と
歩
ん
だ
五
十
年
」
と
題

し
た
ミ
ニ
講
演
。
千
葉
大
医
学

部
を
卒
業
後
、
都
疎
浜
に
あ
る

南
浜
病
院
（
現
・
南
浜
診
療
所
）

に
入
職
、
そ
の
後
の
二
和
病
院

建
設
で
は
、
友
の
会
の
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
頑
張
り
成
し
遂
げ

た
こ
と
な
ど
、
五
十
年
の
歩
み

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
「
友
の
会

が
あ
っ
て
こ
そ
の
二
和
病
院
で

す
」
な
ど
、
心
に
残
る
お
話
で

し
た
。

　

第
２
部
は
お
楽
し
み
企
画

で
、
会
員
や
職
員
の
出
し
物
が

披
露
さ
れ
、
締
め
は
「
大
抽
選

会
」
で
盛
り
上
が
り
、
最
後
に

田
中
副
会
長
が
閉
会
の
挨
拶
を

し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

(

第
２
部
の
様
子
は
写
真
で)

笑顔
   あふれた笑顔
   あふれた「新春のつどい」「新春のつどい」

澄んだハーモニーが会場をつつんだ「ピースフレンズ」のコーラス

新春にふさわしい箏の演奏を披露された
二和地区・松田さん

パラグアイのハープ・アルパを演奏された
法典地区・昌谷さん

世相を風刺した腹話術で
会場を沸かせた児島さん

「笑いヨガ」で会場のみなさんと一緒に
ワッハッハッ !! ( 習志野台地区のみなさん )

みんなで楽しくからだをほぐした
「ずぼら筋体操」( リハビリ科 )

お孫さんのために覚えよう !!
「ジャンボリー・ミッキーダンス」
( 師長室のみなさん ) 

５
年
ぶ
り
に
百
七
十
一
名
が
集
う

心に残るお話をされた高橋初代院長
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Ｒ
Ｓ
ウ
ィ
ル
ス
と
は

　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
、

Respiratory Syncytial 
Virus

（
呼
吸
器
合
胞
体
ウ

イ
ル
ス
）
の
略
称
で
あ
り
、

主
に
呼
吸
器
系
に
感
染
を
引

き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
、
免

疫
機
能
が
低
下
し
て
い
る

人
々
に
と
っ
て
重
篤
な
症
状

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

み
ら
れ
る
症
状

　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

症
状
に
は

鼻
水
、
く

し
ゃ
み
、

咳
、
発
熱

な
ど
の
風

邪
の
よ
う
な
症
状
が
あ
り
ま

す
。
乳
幼
児
や
免
疫
機
能
が

低
下
し
て
い
る
人
々
で
は
、

肺
炎
や
気
管
支
炎
な
ど
の
よ

り
深
刻
な
病
態
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
乳
幼

児
で
は
悪
化
す
る
と
ぜ
い
ぜ

い
が
強
く
呼
吸
が
苦
し
く
な

る
「
細
気
管
支
炎
」
と
い
う

状
態
に
な
る
の
が
特
徴
的
で

す
。
最
近
は
春
か
ら
増
加
し
、

夏
に
か
け
て
流
行
の
ピ
ー
ク

が
あ
り
ま
す
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
処
法

　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
処
法
に
は
、
以
下
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
、

手
洗
い
や
咳
や
く
し
ゃ
み
の

際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に
乳

幼
児
や
高
齢
者
と
接
す
る
場

合
に
は
、
感
染
リ
ス
ク
を
最

小
限
に
す
る
た
め
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　

特
効
薬
は
な
く
対
症
療
法

で
自
然
軽
快
を
待
ち
ま
す
。

呼
吸
が
苦
し
そ
う
な
場
合
に

は
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
酸
素
が
必
要
な
場

合
や
、
経
口
摂
取
が
全
く
で

き
な
い
よ
う
な
場
合
は
入
院

が
必
要
で
す
。
入
院
す
る
場

合
で
も
発
症
か
ら
1
週
間
を

超
え
る
と
回
復
し
て
く
る
こ

と
が
多
い
で
す
。

有
効
な
予
防
接
種
が
あ
り

ま
す

　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

有
効
な
予
防
接
種
が
あ
り
ま

す
。
早
産
児
や
心
疾
患
な
ど

特
定
の
リ
ス
ク
を
持
つ
乳
幼

児
に
は
「
シ
ナ
ジ
ス
」
と
い

う
注
射
薬
が
あ
り
ま
す
。
適

応
が
あ
る
場
合
は
生
ま
れ
て

退
院
ま
で
に
ご
案
内
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
60
歳
以

上
を
対
象
と
し
た
ワ
ク
チ
ン

が
最
近
承
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
妊
婦
が
接
種
す

る
こ
と
に
よ
り
、
生
ま
れ
て

す
ぐ
の
乳
児
に
効
果
を
発
揮

す
る
ワ
ク
チ
ン
も
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
説
明
し
て
い
る
公

的
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
し
て

厚
生
労
働
省
「
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
Ｑ
＆
Ａ
」、
国
立

感
染
症
研
究
所
「
Ｒ
Ｓ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
は
」
が
あ
り

ま
す
。
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（２）

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

　検査科は常勤１５名、

非常勤９名が勤務してい

ます。検体検査６名・外

来検査５名・生理機能検

査９名・病理検査３名・

細菌検査１名の体制で検

査を行っています。

　当直体制を取っており、２４時間対応しています。緊急検査は

検査室に到着してから１時間以内に報告をしています。

　外部精度管理は日本臨床検査技師会・日本医師会・千葉県臨床

検査技師会主催のものに参加しており、概ね高い評価をいただい

ております。

　検査は以下のものを行っています。

●�検体検査（生化学検査、免疫検査、血糖・HbA1ｃ、血算、凝固・

線溶系検査、血液型検査、交差適合試験、直接クームス試験）

●�外来検査（尿定性・沈渣、各種迅速キット、体腔液（リバルタ反応、

比重）、髄液タンパク）

●�生理機能検査（心電図、ホルター心電図（解析は外注）、呼吸機

能、呼気中一酸化窒素検査、脳波、血圧脈波、超音波検査（心臓）、

聴力検査、新生児聴覚検査、イベントレコーダー、２４時間自

動血圧測定、眼底、尿素呼気試験）

●�病理検査（病理組織検査、免疫染色（一部抗体のみ院内実施、他

外注）、電子顕微鏡検査（外注）、細胞診検査（婦人科は液体検体））

●細菌検査（外注）

船橋二和病院 検査科
職 場 紹 介

　
船
橋
二
和
病
院 

小
児
科
　
細
山
直
人 

医
師

ミ
ニ
医
療
講
座

生き生き友の会・地域の活動

　2月27日（火）、習志野台地区では、ゲストに
『いつでも元気』編集部におられた二和病院組織
部の楠本さんを迎え、13人で読者会を開催しま
した。紙面作成や編集部の裏話など、実際に作
っていた方の貴重な話を聞けて、参加者はとて
も『元気』誌が身近になり、次号からの内容を
楽しみたいと思えた読者会でした。

（習志野台地区　佐藤むつみ）

習志野台

　2月26日(月)『介護保険について学ぼう』の
講座が開かれました。講師はソーシャルワーカ
ーの門脇さん。皆さん「こういう時どうしたら
いいんだろう？」と普段心配に思っていること
を積極的に質問され、とても活発な会となりま
した。15人の方が参加されました。

（高根台地区　安藤恵美子）

高根台

　2月26日(月)、「尿漏れについてと予防体操」の
健康講座に、会場いっぱいの21名が参加、尿漏れ
の悩みと関心の高さが示されました。講師の理学
療法士・柏崎さんから、骨盤の模型でその仕組み、
具体的な症状と対処方法の説明後、骨盤底筋の劣
化予防体操の指導を受けました。参加者全員から、
予防体操を習得できたとの喜びの声が上がりまし
た。　　　　　　  　(西・高・芝地区　安池安英)

西・高・芝

　２月29日(木)、66名参加で健康講座「認知症に
ついてと落語で笑う」を法典公民館で開催。近隣
に案内チラシ900枚配布した直後から電話が鳴り、
最終的に78名の予約で関心の高さが伺えました。
松丸看護師の認知症の話に真剣な質問が飛び交い、
サンヨー亭シャープさんの落語で腹の底から笑い、
楽しく有意義なひと時となりました。どれも良か
ったとの感想で次回への期待も伺えました。

(法典地区　初見政子)

法典

　2月10日(土)に手配り者交流会が開かれまし
た。コロナ明け４年ぶりの開催でしたが、久し
ぶりの方だけでなく、地区の行事に初参加の方
も半数いて、懐かしい交流になりました。試食
を重ねた美味しいお弁当を食べた後、腹話術や
舞踊、言葉遊びなどで手拍子と笑顔があふれる
３時間となりました。

（大穴・三咲地区　佐藤アツ子）

大穴・三咲

沖縄県今帰仁村まちのチカラ

被災地の診療所　能登半島地震

食と健康 栄養バランス弁当

けんこう教室 音楽療法
映画「その鼓動に耳をあてよ」

新連載 ケアマネの八面六臂な日々
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